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まず、分散リファレンスカウント方式 IndirectReference Counting (IRC) の最適化技法を提案する。本最適化技
法を用いれば、既存の分散リファレンスカウント方式で最も知られた WeightedReference Counting (WRC) 方式と
比べて、メッセージ数で同等、メッセージ長で優位となることが示される。


















まず、分散リファレンスカウント方式 IndirectReference Counting (IRC) の最適化技法を提案している。本最適
化技法を用いれば、既存の分散リファレンスカウント方式で最も知られた WeightedReference Counting (WRC) 方
式と比べて、メッセージ数で同等、メッセージ長で優位となることを示している。
次に、 IRC 方式と協調して動作する実時間分散マーク・スイープ方式 GLEANER-7 を提案し、本方式がアクセス
可能なオブジェクトを不正に回収しないこと(安全性)、有限時間で GC サイクルを終了すること(停止性)、アクセ
ス不能なオブジェクトをいずれ回収すること(完全性)を形式的に証明している。
最後に、 GLEANER-7 の実装について述べ、実際の応用プログラムを用いた性能評価を行っている。評価の結果、
大域的なガーベージを多数生成する応用プログラムにおいて、本方式は既存の分散マーク・スイープ方式よりも高い
実行性能を持つことを示している。
以上のように、本論文は分散環境における実時間自動メモリ管理の実現について理論的観点と実用的観点の両方か
ら成果を挙げ、分散環境での並列プログラミング環境の重要な構成物としてその発展に貢献するものであり、博士(工
学)の論文として価値あるものと認める。
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